
　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０８６－２５６－９７０２

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　ｅ－mail　　syomu@office.ous.ac.jp

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　届出時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には認可時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　３　大学番号の欄については、平成２４年３月12日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況報告書等

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は届出時基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部）

学校法人　加計学園　　　　

[平成２３年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

岡山理科大学　工学部　建築学科

　　　計画の区分：学部の学科の設置

　　担当部局（課）名　　庶務部　評価企画課

　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

平成２４年５月１日現在　　

　　　（夜間）　　０８６－２５２－３１６１

　　　職名・氏名　　庶務部次長　三上
ミ カ ミ

　博史
ヒ ロ シ

　作成担当者

　　　電話番号　　０８６－２５６－８４１４

大学番号：０００  注３ 

届出 

大学番号：５０１  注３ 
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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ カケ　コウタロウ ）

加計　晃太郎

（平成１３年１月）

（ ハダ　ヨシオ ）

波田　善夫

（平成２０年４月）

（ ハヤシ　コウザブロウ ） （ タキザワ　ノボル ）

林　紘三郎 滝澤　昇

（平成２２年４月） （平成２４年４月）

（ ヨシダ　ハルノリ  ） （ ゴトウ　ヨシアキ  ）

吉田　治典 後藤　義明

（平成２２年４月） （平成２４年４月）

（ ムネモト　ジュンゾウ  ）

宗本　順三

（平成２３年４月）

任期満了に伴う変更
平成２３年４月１日（２３）

（４） 管理運営組織

学 部 長
任期満了に伴う変更
平成２４年４月１日（２４）

任期満了に伴う変更
平成２４年４月１日（２４）

学科長等

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２１年度に報告済の内容　→（21）

　　　　記入してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２４年度に報告する内容　→（24）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　　　学　校　法　人　　　加　計　学　園

（２） 大　学　名

学　　長

職　　名

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

理 事 長

　　　　岡　　山　　理　　科　　大　　学

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　〒７００－０００５

（３） 大学の位置

　　　　岡山県岡山市北区理大町１番１号



　　　に報告書を作成してください。

　工学部

　　　建築学科

　　学士（工学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － 175 － 232 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 7 ] [ － ] [ 3 ] [ － ]

－ － － － 170 － 223 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 7 ] [ － ] [ 3 ] [ － ]

－ － － － 159 － 196 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 6 ] [ － ] [ 3 ] [ － ]

－ － － － 63 － 84 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 4 ] [ － ] [ 3 ] [ － ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

合格者数

Ｂ　 入学者数

0.90－

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

[  －  ]

70
(　－　)

－

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

1.05倍
受験者数

(　－　)(　－　)
－－

[  －  ] [  －  ]

志願者数

1.20

Ａ　 入学定員

[  －  ]

備　　　　　考
編入学定員入学定員

設 置 時 の 計 画

収容定員修業年限

3年次

人

2904 70

人

調査対象学部等の
名称（学位）

年

70

平成２３年度平成２２年度平成２１年度

5

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２１年度開設の４年制の学科の場合（平成２４年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　　　　　

備　　考

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２４年度

人年次

平均入学定員
超 過 率

(　－　)



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [  4  ] [　－　] [  3  ] [　－　]

－ － － － 63 － 84 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　] [  3  ] [　－　]

－ － － － 62 －

[　－　] [　－　] [　－　] [　－　]

－ － － －

[　－　] [　－　]

－ －

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

２年次

平成２４年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

－

[　 6　 ][　 4　 ]

３年次

４年次

－ 146

１年次

備　　　　　考

63

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２３年度

[　 － 　] [　 － 　]

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

平成２２年度

計

平成２１年度



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２１年度 人 人

平成２２年度 人 人

平成２３年度 人 人

平成２４年度 人 人

平成２２年度 人 人

平成２３年度 人 人

平成２４年度 人 人

平成２３年度 1 人 1 人 経済的な理由による（１人）

平成２４年度 0 人 0 人 -

84 人 0 人 平成２４年度 0 人 0 人 - 0 ％

147 人 1 人 0.7 ％

人

人

人

人 0

合　　計

0

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

人

1

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

1.6

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２４年度５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください。

　　　　　ありません。）

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

人

入学者数（b） 退学者数（a）

％

　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２４年度
入学者

平成２１年度
入学者

平成２２年度
入学者

平成２３年度
入学者

63

退学者数

退学者数（内訳）



2

2

2

1

1

1

4

4

1

2

1

1

2

1

1

1前 2

1

1後 2

1

3後 2 1

1

21後

1

3前

2

2

2

1

3

4

2

2

2

2

23後

3後

3後 3

1

4

2前

3

3

2

2後

2前

2前

エコロジカルデザイン

計
画
系
科
目

3後

4前

3前

2後

共
通
系

2前

3前

4前

2

1前

1後

1前

2

3前

2

2

2

2

技術者倫理

2

学外研修

1

1

4

2

4

1

1

2

備　　　　考
講　師 助　教

4

助　手准教授

2

2

2

3

2

2

2

4

1

1

1

1

7

1

3

7

1

2

科目
区分

2前

3前

基
礎
科
目

解析学Ⅰ

1前

2後

1前

2

2

3

2

1後

1後

3前

2後

2後

単位数 専任教員等の配置

1

1

自　由

1

教　授

2

必　修 選　択

1

2

2

配 当
年 次

7

2

1後

2前

1後

1後

日本建築史

授業科目の名称

建築生産

1前

代数学Ⅰ

物理学Ⅰ

物理学Ⅱ

解析学Ⅱ

代数学Ⅱ

4前

3前

3前

（１） 授業科目表

＜工学部　建築学科＞

２　授業科目の概要

2

設計演習Ⅱ

設計方法論

建築経済・経営

構造力学Ⅰ

構造力学Ⅱ

構造力学演習

都市設計

住宅デザイン論

ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ

ハウジング

力学

情報リテラシー

建築概論

建築材料

測量学

建築法規

建築計画

環境デザイン

近代建築史

都市計画

西洋建築史

建築デザイン論

設計演習Ⅴ

インテリアデザイン・色彩学

住環境ユニバーサルデザイン

設計演習Ⅰ

住宅計画

ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ

設計演習Ⅲ

設計演習Ⅳ

構
造
系
科
目



備　　　　考
講　師 助　教 助　手准教授

科目
区分

単位数 専任教員等の配置

自　由 教　授必　修 選　択

配 当
年 次

授業科目の名称

H24より教育効果に配慮し開講
期を変更(24)

H24よりカリキュラムの充実を
図るため科目を追加(24)

H24よりカリキュラムの充実を
図るため科目を追加(24)

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1後

2

2

1後 2

1前 4

1前 4

1後

1前

1前 2

1後

1後 2

2

2後 2

21前

Ｂ
１
群

1前

2

2

2

3前 2

2前

2

2

教　授 准教授

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

選　択 自　由 助　手

1前

2後

2前

1後

3後 2

1後

1前

入
門
科

目
1前

英語Ⅱ

科学英語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

科学英語Ⅱ

科学英語Ⅲ

2

1前 2

英語Ⅰ

入門数学

入門物理

2

工学部共通科目

備　　　　考
必　修

7 4

上
級

科
目

1前 2

1後 2

上級数学Ⅰ

特別研究 8

2

専
門
関
連
科
目

3前
4後

2

2前 2

1前 2

技術マネジメント

技術者の社会人基礎

建築環境工学Ⅱ

4前

環境設備工学演習

建築設備Ⅰ

2 1

3後

4前

2 1

3前

13前 2

環
境
設
備
系
科
目

1後 2

2前

3前

建築環境工学Ⅰ

2 1

2

2

2後

2前

構造力学Ⅳ

鋼構造

構造力学Ⅲ

耐震・耐風設計

建築基礎構造

構造計画

建築環境設計演習

建築設備設計演習

助　教

木質構造

1

1

1

1

4通

3後 2

3前

鉄筋コンクリート構造

講　師

2

2

3後 2

3後 2

上級数学Ⅱ

建築構造材料実験

ハングルⅡ

日本語

日本語会話

日本語理解

建築設備Ⅱ

経営工学

1

1

科学英語Ⅳ

英会話Ⅰ

4前

2

2

2

22後

構
造
系
科
目

日本語表現

基礎日本語

英会話Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ハングルⅠ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ



備　　　　考
講　師 助　教 助　手准教授

科目
区分

単位数 専任教員等の配置

自　由 教　授必　修 選　択

配 当
年 次

授業科目の名称

Ｈ23より教育効果を考慮し「教
養演習Ⅱ」を統合(23)

Ｈ23より教育効果を考慮し「教
養演習」に統合(23)

H24より教育効果に配慮し開講
記を変更（24）
Ｈ23より教育効果を考慮し「企
業と人間Ⅱ」を統合(23)

Ｈ23より教育効果を考慮し「企
業と人間」に統合(23)

Ｈ23よりカリキュラムの充実を
図るため科目を追加(23)

H23より教育効果に配慮し開講
期を変更(23)

H24よりカリキュラムの充実を
図るため科目を追加(24)

H24よりカリキュラムの充実を
図るため科目を追加(24)

H24より教育効果に配慮し新設
科目群へ変更(24)

2前 2

1後
1前

2

1後 1

1

1

1・2・3・4前・後

1・2・3・4前・後

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前 2

1前･後 2

1後 2

1

1前･後 1

1前･後

2

1前･後 2

1前･後

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後 2

2前 2

1前･後 2

3前 2

3後 2

2前 2

1前･後 2

2前 2

22通

2

2後 2

1前･後

1前･後
2前

2

2

1前･後 2

1前･後 2

1前･後

文章表現法Ⅰ

プレゼンテーションⅠ

文章表現法Ⅲ

プレゼンテーションⅢ

文学

教養演習Ⅰ

教養演習Ⅱ

企業情報特論

インターンシップ

企業と人間Ⅰ

企業と人間Ⅱ

キャリア形成講座

ボランティア活動Ⅱ

科学ボランティア実践指導Ⅰ

科学技術倫理

日本国憲法

哲学

生涯スポーツⅢ

科学技術と人間

岡山学

Ｂ
２
群 マスメディア論

政治学

社会と人間

福祉環境論

健康の科学

生涯スポーツⅡ

文章表現法Ⅱ

プレゼンテーションⅡ

環境と社会

ボランティア論

ボランティア活動Ⅰ

心理学

社会心理学

生涯スポーツⅠ

論理学

倫理と宗教

考古学

法学

比較文化論

国際関係論

経済学

日本史

外国史



備　　　　考
講　師 助　教 助　手准教授

科目
区分

単位数 専任教員等の配置

自　由 教　授必　修 選　択

配 当
年 次

授業科目の名称

H24より教育効果に配慮し新設
科目群へ変更(24)
H23より教育効果に配慮し開講
期を変更(23)

H24より教育効果に配慮し新設
科目群へ変更(24)

H24より科学に関する教育の充
実を図るため新たに科目群を開
設し、科目を追加(24)

H24より科学に関する教育の充
実を図るため新たに科目群を開
設し、科目を追加(24)

H24より科学に関する教育の充
実を図るため新たに科目群を開
設し、科目を追加(24)

H24より科学に関する教育の充
実を図るため新たに科目群を開
設し、科目を追加(24)

H24より科学に関する教育の充
実を図るため新たに科目群を開
設し、科目を追加(24)

H24より科学に関する教育の充
実を図るため新たに科目群を開
設し、科目を追加(24)

[　6　]

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

[　6　]

0

科目

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　0　] [　0　]

必　修 自　由 計 選　択選　択 必　修

科目 科目

0

科目

備　　　　　　　　考

19 109

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

134128

科目

19 115

科目 科目

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

（２） 授業科目数

自　由 計

科目

2後

1後

1前

12前

2前･後

1前･後 2

Ｂ
３
群

科学ボランティア活動

日本の文化と歴史Ⅱ

1

科学ボランティア実践指導Ⅰ

1

Ｂ
２
群

1前･後 2

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

　　　　修正をしてください。

　　　　で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

1

2

1後

11後

1

1前･後 2

科学ボランティア実践指導Ⅱ

科学・工作ボランティア入門

現代人の科学Ⅰ

現代人の科学Ⅱ

科学ボランティア実践指導Ⅱ

科学・工作ボランティア入門

日本の文化と歴史Ⅰ



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当科目なし － － － － －

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

教養演習Ⅱ 2 1前･後 一般 選択

「教養演習Ⅰ」と「教養演習Ⅱ」で開講して
いた科目を「教養演習」に統一したことによ
る（23）
代替措置　無

２ 企業と人間Ⅱ 2 2後 一般 選択

「企業と人間Ⅰ」と「企業と人間Ⅱ」で開講
していた科目を「企業と人間」に統一したこ
とによる（23）
代替措置　無

３

2

128

（４） 廃止科目

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

未開講科目と廃止科目の計

　　　　知方法」を記入してください。

＝

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

0.01

　　　　なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

認可時の計画の授業科目数の計

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

「教養演習Ⅰ」と「教養演習Ⅱ」で開講を計画していたが、大学全体のキャリア教育科目見直しの動きの中で「教養演
習」という名称に統一することとなった。本学科においては、開設初年度より「教養演習」として開講しているため代
替措置の必要はないと考えている。
　「企業と人間Ⅰ」と「企業と人間Ⅱ」で開講を計画していたが、大学全体のキャリア教育科目見直しの動きの中で
「企業と人間」という名称に統一することとなった。本学科においては、開設初年度より「企業と人間」として開講し
ているため代替措置の必要はないと考えている。
　上記２科目に関する学生への周知は、年度当初のチューター説明会において全チューターに履修方法を説明し、オリ
エンテーション等で履修指導することにより行っている。(23)



備考

大学全体

大学全体

大学全体

学科全体

学生１人当
り

納付金

第４年次第３年次

千円 千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、手数料　等

共 同 研 究 費 等

1,470千円1,530千円

第６年次第５年次

1,000千円

1,470千円

0千円 0千円 250千円

800千円

完成年度

0千円 設備購入費

第１年次 第２年次

1,470千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

開設年度

弓道場１カ所

幅跳・三段跳場１面

アーチェリー場１カ所

完成年度 区　　分 開設前年度

200千円(８) 教員１人当り研究費等 60千円 0千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度

60千円 図書購入費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

0㎡

136,539㎡
136,440㎡

136,539㎡
136,440㎡

0㎡

0㎡

0㎡

787,169㎡
786,402㎡

（86,493㎡）
（86,218㎡）

（　　　　　　0㎡）

0㎡

256,252㎡
256,153㎡

0㎡

実験実習室 語学学習施設

運動場用地

小　　　計
256,252㎡
256,153㎡

119,713㎡

530,917㎡
530,249㎡

787,169㎡
786,402㎡

閉架書庫の一部を事務
スペースに転用したた
め、収容可能冊数が減
少(24)
H23より収容可能冊数
の見直しによる変更
(23)

(７) 体　　育　　館
3,716㎡
7,388㎡

野球場１面 テニスコート５面

H23より面積値錯誤に
よる変更(23)

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

フィットネスルーム１室

閲 覧 座 席 数

トレーニングルーム２室

借用期間及び面積
契約変更ならびに面積
値錯誤による変更
（24）
    224㎡
3年 223.55㎡
20年 1,190㎡
    16,622㎡
30年 15,432㎡
60年 15,974㎡

H23より校舎敷地購入
に伴う変更(23)

H23より校舎面積（27
号館、27号館構造実験
室、28号館)集計錯誤
による変更(23)

0㎡

共用する他の
学校等の専用

計

530,917㎡
530,249㎡

（86,493㎡）
（86,218㎡）

119,713㎡

用途変更による変更
（24）
H23より用途変更及び
集計錯誤による変更
(23)

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡
86,493㎡
86,218㎡

室　　　　　　数

校 舎 敷 地

0㎡

0㎡

（122〔119〕）

（78）

１２室　１４室

工学部建築学科での整
備に加え、総合情報学
部建築学科で整備した
図書等、機械・器具の
増加による変更（24）

0

（366）
（342）

（　0　）

機械・器具視聴覚資料

室

電子ジャーナル

15

標　　本

点 点〔うち外国書〕 点

工学部　建築学科

種

（7157〔500〕）
（6979〔499〕）

面　　　　　積

（366）
（342）

78
366
351

収 納 可 能 冊 数

（34〔22〕）
（14〔6〕）

（　0　）

122〔119〕　

359,450
409,889
409,907

3,192㎡

78122〔119〕　
34〔22〕
14〔6〕

366
351

34〔22〕
14〔6〕

0

（122〔119〕）

（78）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

0㎡

86,493㎡
86,218㎡

（34〔22〕）
（14〔6〕）

〔うち外国書〕

学術雑誌

講　義　室

〔うち外国書〕

工学部　建築学科

（　　　　　　0㎡）

情報処理学習施設

（補助職員　０人）

０室

合　　　計

（補助職員　４人）

共　　　用

0㎡

専　　　用

６６８室
６７０室
６０７室

そ　の　他

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

計

７７室
７９室

冊

（7157〔500〕）
（6979〔499〕）

新設学部等の名称

図　　書

7429〔544〕　

615

(３) 教　　室　　等

7429〔544〕　

　

図
書
・
設
備

１１４室
１０９室
１１０室

演　習　室

(４) 専任教員研究室

(５)



　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

　　　　理由及び報告年度「（24）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」を

　　　　併せて提出してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　　　いる場合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２４年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　届出時の計画を，届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

大学院 人 岡山県岡山市

理学研究科　　　　　 北区理大町１番

応用数学専攻修士課程 2 6 － 13 修士（理学） 0.52 昭和55年度 １号

化学専攻修士課程 2 16 － 32 修士（理学） 0.49 昭和49年度

応用物理学専攻修士課程 2 13 － 27 修士（理学） 0.45 昭和49年度

総合理学専攻修士課程 2 12 － 25 修士（理学） 0.30 昭和63年度

生物化学専攻修士課程 2 13 － 27 修士（理学） 0.89 平成4年度

臨床生命科学専攻修士課程 2 12 － 24 修士（理学） 1.08 平成20年度

動物学専攻修士課程 2 4 － 4 修士（理学） 1.25 平成２４年度

応用数学専攻 3 4 － 12 博士（理学） 0.00 昭和62年度

博士課程（後期）

3 9 － 27 博士（理学） 0.36 昭和53年度

博士課程（後期）

工学研究科

応用化学専攻修士課程 2 13 － 26 修士（工学） 0.38 平成 2年度

機械システム工学専攻 2 13 － 26 修士（工学） 0.53 平成 2年度

修士課程

電子工学専攻修士課程 2 8 － 16 修士（工学） 0.62 平成 2年度

情報工学専攻修士課程 2 10 － 20 修士（工学） 0.60 平成 8年度

知能機械工学専攻 2 8 － 15 修士（工学） 1.12 平成21年度

修士課程

生体医工学専攻修士課程 2 6 － 12 修士（工学） 0.83 平成23年度

建築学専攻修士課程 2 8 － 16 修士（工学） 0.68 平成23年度

システム科学専攻 3 5 － 15 博士（工学） 0.26 平成 2年度

博士課程（後期）

総合情報研究科

情報科学専攻修士課程 2 7 － 13 修士（総合情報） 1.80 平成13年度

シミュレーション科学 2 － － － 修士（総合情報） － 平成13年度

専攻修士課程

生物地球システム専攻 2 7 － 13 修士（総合情報） 0.89 平成13年度

修士課程

社会情報専攻修士課程 2 6 － 12 修士（総合情報） 0.49 平成13年度

数理・環境システム専攻 3 2 － 6 博士（学術） 0.33 平成15年度

博士課程（後期）

大学

理学部

応用数学科 4 95 － 360 学士（理学） 1.27 昭和39年度

化学科 4 70 － 290 学士（理学） 1.09 昭和39年度

応用物理学科 4 学士（理学） 昭和41年度

　物理科学専攻 4 30 － 120 学士（理学） 0.98 平成14年度

　医用科学専攻 4 40 － 160 学士（理学） 平成14年度

基礎理学科 4 75 － 300 学士（理学） 1.23 昭和50年度

生物化学科 4 85 － 340 学士（理学） 1.29 昭和63年度

平成２４年度より総合情報
研究科シミュレーション科
学専攻を募集停止し、在学
生の卒業を待って廃止。

平成２１年度より工学研究
科福祉ｼｽﾃﾑ工学専攻を募集
停止し知能機械工学専攻を
設置。

平成２３年度より工学研究
科生体医工学専攻、建築学
専攻を設置。

平成２０年度より理学研究
科臨床生命科学専攻を設
置。

平成２４年度より理学研究
科動物学専攻を設置。

４　既設大学等の状況

　岡　山　理　科　大　学



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

臨床生命科学科 4 85 － 340 学士（理学） 1.26 平成16年度

動物学科 4 40 － 160 学士（理学） 1.22 平成20年度

工学部

バイオ・応用化学科 4 75 － 300 学士（工学） 昭和61年度

　応用化学専攻 4 － － － 学士（工学） 1.27 昭和61年度

　生物・環境化学専攻 4 － － － 学士（工学） 昭和61年度

機械システム工学科 4 85 － 340 学士（工学） 1.15 昭和61年度

電気電子システム学科 4 70 － 280 学士（工学） 1.04 昭和61年度

情報工学科 4 85 － 340 学士（工学） 1.16 平成 4年度

知能機械工学科 4 55 － 230 学士（工学） 0.86 平成17年度

生体医工学科 4 60 － 240 学士（工学） 0.81 平成19年度

３年次

建築学科 4 70 5 140 学士（工学） 1.05 平成23年度

総合情報学部

情報科学科 4 80 － 320 学士（総合情報学） 1.05 平成9年度

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学科 4 － － － 学士（総合情報学） － 平成9年度

生物地球システム学科 4 － － － 学士（総合情報学） － 平成9年度

社会情報学科 4 80 － 300 学士(総合情報学) 1.22 平成9年度

建築学科 4 － － － 学士（総合情報学） － 平成19年度

生物地球学部

生物地球学科 4 100 － 100 学士（理学） 1.19 平成24年度

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人 岡山県倉敷市

(芸術研究科） 連島町西之浦

美術専攻修士課程 2 10 － 20 修士(芸術) 0.55 平成11年度 2640番地

工芸専攻修士課程 2 10 － 20 修士(芸術) 0.25 平成11年度

芸術研究科修士課程　計 0.40

芸術制作表現専攻 3 4 － 12 博士(芸術) 0.83 平成13年度

博士（後期）課程

芸術研究科博士課程　計 0.83

(産業科学技術研究科)

計算機科学専攻修士課程 2 8 － 16 修士(産業科学技術) 0.24 平成11年度

機能物質化学専攻修士課程 2 8 － 16 修士(産業科学技術) 0.50 平成11年度

産業科学技術研究科修士課程　計 0.37

計算機科学専攻 3 2 － 6 博士(工学) 0.16 平成13年度

博士（後期）課程

機能物質化学専攻 3 2 － 6 博士(工学) 0.50 平成13年度

　岡　山　理　科　大　学

平成２０年度より理学部動
物学科を設置。

平成２３年度より総合情報
学部建築学科を募集停止し
工学部建築学科を設置。

平成１８年度より総合情報
学部ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学科は
募集停止し、在学生の卒業
を待って廃止。

平成19年度より芸術学部工
芸・デザイン学科より10
名、起業学科より10名を生
命動物科学科に振替。

平成２４年度より総合情報
学部生物地球システム学科
を募集停止し、生物地球学
部生物地球学科を設置。

　倉　敷　芸　術　科　学　大　学

平成17年度より芸術学部工
芸・デザイン学科より10名
を生命科学部健康科学科へ
振替。
産業科学技術学部（通信教
育課程）を募集停止。起業
学科（通信教育課程）を募
集停止。

平成18年度より産業科学技
術学部ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ情報学科より
30名、生命科学科より10名
を振替。
生命科学部に生命動物科学
科を設置し、健康科学科10
名増。



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

博士（後期）課程

産業科学技術研究科修士課程　計 0.41

(人間文化研究科)

人間文化専攻修士課程 2 15 － 30 修士(学術) 0.33 平成11年度

人間文化研究科　計 0.33

大学院（通信制）

(芸術研究科）

美術専攻（通信制）修士課程 2 10 － 20 修士(芸術) 0.20 平成14年度

芸術研究科　計

(産業科学技術研究科)

機能物質化学専攻(通信制）修士課程 2 20 － 40 修士(産業科学技術) 0.00 平成14年度

産業科学技術研究科　計

(人間文化研究科)

人間文化専攻（通信制）修士課程 2 30 － 60 修士(学術) 0.11 平成14年度

人間文化研究科　計

(芸術学部)

美術学科 4 － － － 学士（芸術） － 平成 7年度

工芸・デザイン学科 4 － － － 学士（芸術） － 平成 7年度

美術工芸学科 4 35 － 150 学士（芸術） 0.75 平成20年度

メディア映像学科 4 35 － 125 学士（芸術） 1.19 平成14年度

デザイン学科 4 35 － 130 学士（芸術） 1.14 平成20年度

芸術学部　計 4 105 － 651 学士（芸術） 1.01 －

(産業科学技術学部)

ＩＴ科学科 4 － － － 学士（産業科学技術） － 平成 7年度

起業経営学科 4 － － － 学士（産業科学技術） － 平成16年度

観光学科 4 45 － 180 学士（産業科学技術） 0.91 平成20年度

経営情報学科 4 50 － 110 学士（産業科学技術） 0.79 平成23年度

産業科学技術学部　計 4 95 － 290 学士（産業科学技術） 0.94 －

(生命科学部)

生命科学科 4 45 － 180 学士（生命科学） 1.02 平成16年度

健康科学科 4 55 － 230 学士（健康科学） 0.99 平成16年度

3年次

生命動物科学科 4 65 8 276 学士（生命科学） 1.13 平成18年度

生命医科学科 4 50 － 185 学士（生命科学） 1.26 平成20年度

健康医療学科 4 30 － 60 学士（健康科学） 0.54 平成23年度

3年次

生命科学部　計 4 245 8 931 学士（生命科学） 1.07 －

学部（通信教育課程）

（産業科学技術学部） 2年次

ＩＴ科学科 4 － － － 学士（産業科学技術） － 平成16年度

3年次

－

平成21年度より芸術学部美
術工芸学科より５名を生命
動物科学科へ振替。芸術学
部デザイン学科より５名を
生命医科学科へ振替。
産業科学技術学部ＩＴ科学
科より５名を生命科学科へ
振替。産業科学技術学部Ｉ
Ｔ科学科より５名を観光学
科へ振替。
産業科学技術学部コン
ピュータ情報学科（通信教
育課程）は、ＩＴ科学科
（通信教育課程）に名称変
更。

平成23年度より産業科学技
術学部ＩＴ科学科、起業経
営学科を募集停止し、産業
科学技術学部に経営情報学
科を設置。
生命科学部健康科学科より
５名を振替、25名純増し健
康医療学科を設置。

平成24年度より産業科学技
術学部経営情報学科より５
名をメディア映像学科へ振
替。産業科学技術学部経営
情報学科より５名を生命医
科学科へ振替。

　倉　敷　芸　術　科　学　大　学

平成20年度より芸術学部美
術学科、工芸・デザイン学
科を募集停止し、芸術学部
に美術工芸学科、デザイン
学科を設置。
産業科学技術学部に観光学
科を設置。コンピュータ情
報学科は、ＩＴ科学科に名
称変更。起業学科は、起業
経営学科に名称変更。
生命科学部に生命医科学科
を設置。生命科学科より、
10名を観光学科に振替。生
命動物科学科編入学3年次8
名増。



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

大学院 千葉県銚子市

薬学研究科 潮見町3番地

　薬学専攻

博士課程 4 3 - 3 博士（薬学） 0.33 平成24年度

　薬科学専攻

修士課程 2 10 - 20 修士（薬科学） 0.75 平成22年度

博士課程（後期） 3 5 - 15 博士（薬科学） 0.40 平成22年度

危機管理学研究科

　危機管理学専攻

修士課程 2 5 - 10 修士（危機管理学） 1.10 平成20年度

博士課程（後期） 3 3 - 9 博士（危機管理学） 0.22 平成22年度

大学

薬学部 4年次 0.77

薬学科 6 120 10 920 学士（薬学） 0.80 平成18年度

薬科学科 4 - - - 学士（薬科学） - 平成18年度

動物生命薬科学科 4 - - - 学士（動物生命薬科学） - 平成20年度

生命薬科学科 4 40 - 140 学士（生命薬科学） 0.52 平成22年度

危機管理学部 0.96

危機管理システム学科 4 100 - 405 学士（危機管理） 1.07 平成16年度

動物・環境システム学科 4 - - - 学士（危機管理） - 平成24年度

環境危機管理学科 4 40 - 40 学士（危機管理） 1.00 平成24年度

医療危機管理学科 4 80 - 350 学士（危機管理） 1.07 平成21年度

航空・輸送安全学科 4 40 - 125 学士（危機管理） 0.35 平成22年度

動物危機管理学科 4 40 - 40 学士（危機管理） 1.02 平成24年度

　　　　学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科（ＡＣ対象学部等を含む）について，大学，

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　短期大学又は高等専門学校ごとに，平成２４年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

平成22年度より旧4年制薬学課程
を基礎とする大学院薬科学研究
科薬科学専攻修士課程を募集停
止し、新たに新4年制薬学課程を
基礎とする同薬科学研究科薬科
学専攻修士課程を設置。

平成22年度より大学院薬科学研
究科薬科学専攻博士課程（後
期）及び同危機管理学部危機管
理学専攻博士課程（後期）を設
置。

平成24年度より危機管理学部動
物・環境システム学科を募集停
止し、新たに危機管理学部環境
危機管理学科及び動物危機管理
学科を設置。
危機管理学部危機管理システム
学科、医療危機管理学科3年次編
入学を募集停止。

平成24年度より大学院薬科学研
究科を薬学研究科に名称変更
し、大学院薬学研究科薬学専攻
博士課程を設置。

平成18年度より薬学部薬学科を6
年制課程へ移行し、薬学部薬科
学科を設置。
平成20年度より薬学部動物生命
薬科学科を設置。

平成20年度より大学院薬科学研
究科薬科学専攻修士課程及び同
危機管理学研究科危機管理学専
攻修士課程を設置。

平成21年度より危機管理学部防
災システム学科及び環境安全シ
ステム学科を募集停止し、動
物・環境システム学科、医療危
機管理学科を設置。

平成22年度より薬学部薬科学科
及び動物生命薬科学科を募集停
止し、薬学部生命薬科学科、危
機管理学部航空・輸送安全学科
を設置。

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，設置している全ての大学の学部，

　千　葉　科　学　大　学



平成２４年３月古川博司教授辞
任のため平成２４年４月より担
当教員を変更(24)

建築概論※
建築材料※
学外研修

技術者倫理※
設計演習Ⅰ
設計演習Ⅱ
設計演習Ⅲ
設計演習Ⅳ

住宅デザイン論
近代建築史※
設計演習Ⅴ

建築デザイン論
特別研究

平成２４年４月
平山　文則
（５６）

建築概論※
学外研修

技術者倫理※
エコロジカルデザイン※

設計演習Ⅰ
建築計画

設計演習Ⅱ
設計演習Ⅲ
設計演習Ⅳ

近代建築史※
インテリアデザイン・色

彩学※
設計演習Ⅴ

環境デザイン
特別研究

平成２３年４月

建築概論※
建築生産
学外研修

技術者倫理※
鉄筋コンクリート構造

建築構造材料実験
構造計画
特別研究

建築概論※
学外研修

技術者倫理※
エコロジカルデザイン※

建築設備Ⅰ
建築設備Ⅱ

環境設備工学演習
建築設備設計演習

特別研究

専任 教授
宗本　順三
（６５）
（高）

平成２３年４月

専任 教授
吉田　治典
（６５）
（高）

教授専任
竹内　渉
（５９）

代数学Ⅰ
代数学Ⅱ
解析学Ⅰ
解析学Ⅱ
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ

力学

平成２３年４月

平成２３年４月

建築概論※
建築材料※
学外研修

技術者倫理※
設計演習Ⅰ
住宅計画

設計演習Ⅱ
設計演習Ⅲ

ハウジング※
設計演習Ⅳ

住環境ユニバーサルデザ
イン

設計演習Ⅴ
特別研究

平成２３年４月

建築概論※
建築材料※
学外研修

技術者倫理※
設計演習Ⅰ
設計演習Ⅱ
設計演習Ⅲ
設計演習Ⅳ

住宅デザイン論
近代建築史※
設計演習Ⅴ

建築デザイン論
特別研究

専任 教授

建築概論※
学外研修

技術者倫理※
エコロジカルデザイン※

設計演習Ⅰ
設計演習Ⅱ
設計演習Ⅲ
日本建築史
設計演習Ⅳ

近代建築史※
設計演習Ⅴ
西洋建築史
特別研究

専任 教授

教授

後藤　義明
（５７）

江面　嗣人
（５９）

田中　利幸
（６３）
（高）

古川　博司
（６４）
（高）

平成２３年４月

専任 教授

専任 教授

専任・

兼任　

の別　

職名 就任予定年月

の別　

氏　　名
（年　齢）

担当授業科目名
兼担・ 備　　考

担当授業科目名
兼任　

氏　　名
（年　齢）

平成２３年４月

（１） 担当教員表

就任予定年月
兼担・

５　教員組織の状況

＜工学部　建築学科＞

職名

専任・

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況



専任・

兼任　

の別　

職名 就任予定年月

の別　

氏　　名
（年　齢）

担当授業科目名
兼担・ 備　　考

担当授業科目名
兼任　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月
兼担・

職名

専任・

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

重複記載していたため、修正に
伴う科目の追加(24)

H24よりクラス編成の調整によ
り担当教員を削除(24)
教育内容の充実を図るため兼担
教員を配置(23)

日比野正樹退職（平成23年3
月）により、別の兼担教員へ変
更(23)

H24より担当科目を追加
(24)

H24より担当教員を変更(24)

H24より担当教員を変更(24)

H24より担当教員を変更(24)

H24より担当教員を変更(24)

入門数学

平成２３年４月

辻　総一郎
（３２）

経営工学

平成２４年４月 経営工学

村田　厚生
（５３）

上級数学Ⅰ
上級数学Ⅱ

教授
春木　茂
（６６）

兼担 准教授
日比野　正樹

（３６）
平成２３年４月

上級数学Ⅰ
上級数学Ⅱ

兼担

田代　勤
（６７）

平成２３年４月

平成２４年４月

教授

平成２４年４月

平成２４年４月

平成２４年４月兼任 講師
三村　重人
（６２）

建築法規

建築法規

兼担 准教授
水谷　直樹
（４９）

兼任 講師
湯浅　康生
（５５）

兼任

兼任 講師
高木　宣徳
（５０）

平成２４年４月 測量学

建築概論※
建築材料※
学外研修

技術者倫理※
構造力学Ⅳ

鋼構造
木質構造

建築構造材料実験
耐震・耐風設計

特別研究

入門物理

企業情報特論

技術マネジメント

専任 准教授
中山　哲士
（４０）

平成２３年４月

建築概論※
学外研修

技術者倫理※
エコロジカルデザイン※

建築環境工学Ⅰ
建築環境工学Ⅱ

環境設備工学演習
建築環境設計演習

特別研究

専任
小林　正実
（４７）

平成２３年４月

建築概論※
学外研修

技術者倫理※
設計演習Ⅰ
設計演習Ⅱ
設計演習Ⅲ

ハウジング※
設計演習Ⅳ
都市計画※
設計演習Ⅴ
特別研究

松下　大輔
（３６）

講師

兼任

山崎　雅弘
（４９）

平成２３年４月

専任

建築概論※
学外研修

技術者倫理※
構造力学Ⅰ
構造力学Ⅱ

構造力学演習
構造力学Ⅲ

建築構造材料実験
建築基礎構造

特別研究

専任 教授

講師兼任

講師

准教授

兼担 教授

兼担

専任

経営工学

平成２４年４月

平成２４年４月

経営工学

平成２３年４月

代数学Ⅰ
解析学Ⅰ

准教授

准教授
弥田　俊男
（３７）

米田　忠義
（３９）

和迩　浩一
（５７）

新倉　正和
（６４）

岩崎　彰典
（５４）

経営工学

講師

兼任

兼担

技術マネジメント

准教授

平成２４年４月

兼担

濱谷　義弘
（５３）

平成２３年４月

平成２３年４月

教授

建築概論※
学外研修

技術者倫理※
設計演習Ⅰ
設計演習Ⅱ

ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ
設計演習Ⅲ

ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ
設計演習Ⅳ

インテリアデザイン・色
彩学※

設計演習Ⅴ
設計方法論
特別研究

平成２３年４月 情報リテラシー



専任・

兼任　

の別　

職名 就任予定年月

の別　

氏　　名
（年　齢）

担当授業科目名
兼担・ 備　　考

担当授業科目名
兼任　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月
兼担・

職名

専任・

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

H24より教育効果に配慮し担当
教員を追加(24)

H24より教育効果に配慮し担当
教員を追加(24)

H24より担当科目を追加(24)

H24より教育効果に配慮し担当
教員を追加(24)

兼任講師の変更に伴い担当教員
を変更(23)

H24より担当教員を変更(24)

H24より新職階を設けたことに
よる職名変更(24)
兼任講師の変更に伴い担当教員
を変更(23)

H24よりクラス編成の調整によ
り担当教員を削除(24)

H24より新職階を設けたことに
よる職名変更(24)
クラス編成の調整により担当教
員を変更(23)

H24よりクラス編成の調整によ
り担当教員を変更(24)

H24よりクラス編成の調整によ
り担当教員を変更(24)

H24よりクラス編成の調整によ
り担当教員を追加(24)

H24よりクラス編成の調整によ
り担当科目を削除(24)

H23より教養演習Ⅰを教養演習
に変更(23)

H23より教養演習Ⅰを教養演習
に変更(23)

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

都市計画※
都市設計※

建築経済・経営

小林　博昭
（６４）

平成２３年４月

技術者の社会人基礎

平成２３年４月
英語Ⅰ
英語Ⅱ

（１） 担当教員表

入門物理兼任

講師

就任予定年月

沖　隆義
（５９）

入門物理

平成２４年４月

教育
講師
講師

兼担

兼担

兼担

高池　久隆
（５７）

教授

兼任 講師
緒方　清隆
（６８）

兼担

教授 日本史

平成２３年４月
心理学

社会心理学

論理学
中島　聰
（６３）

教授

兼担 教授

兼担 教授

三木　恒治
（５５）

三島　勝正
（５９）

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

文学
文章表現法Ⅰ
教養演習Ⅰ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

文学
比較文化論
教養演習Ⅰ

平成２３年４月

平成２３年４月

教授
植村　榮
（７１）

平成２４年４月

教授

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ
科学英語Ⅲ
科学英語Ⅳ

兼担

兼担

平成２３年４月 兼担

教授
河本　誠
（５９）

平成２４年４月
科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

准教授
丸山　糸美
（６３）

高池　久隆
（５７）

文学
比較文化論

教養演習
教養演習Ⅰ

平成２３年４月

ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ

文学
文章表現法Ⅰ

教養演習
教養演習Ⅰ

西川　憲一
（４５）

教授

平成２４年４月

平成２４年４月
西岡　啓治
（６５）

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ
科学英語Ⅲ
科学英語Ⅳ

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

兼担兼担 教授
西村　好弘
（７５）

平成２４年４月

教育
講師
講師

講師

担当授業科目名

専任・

＜共通＞

氏　　名
（年　齢）

氏　　名
（年　齢）

認　可　時　の　計　画

兼担 教授
丸山　糸美
（６２）

平成２３年４月
英語Ⅰ
英語Ⅱ

兼担
兼任

兼任

榮　繁男
（７１）

池上　数一
（６５）

渡邊　正志
（４３）

平成２３年４月

兼任 講師

講師兼任

兼任

平成２５年４月

池本　敏
（５３）

平成２３年４月

兼任　

専任・

職名
兼担・

の別　

兼任

講師

兼任

兼任 講師 入門物理入門物理
兼担
兼任

平成２４年４月講師

成広　淳太郎
（６９）

平成２３年４月

平成２３年４月

山口　雅之
（７０）

平成２３年４月

職名

入門数学

入門数学

入門数学

平成２３年４月

教授
春木　茂
（６７）

入門数学兼担

平成２３年４月

平成２４年４月

講師

備　　考
担当授業科目名

の別　

変　　更　　状　　況

兼担・

兼任　
就任予定年月

和田　真治
（４９）

田邉　麻里子
（６１）

平成２３年４月
榮　繁男
（７１）

入門数学

兼任

入門物理

兼任

平成２５年４月

兼任 講師
高原　健一郎

（５２）
平成２４年４月

石丸　紀興
（７２）

講師

ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅰ
ＣＡＤ／ＣＧ演習Ⅱ

講師

都市設計※

兼任

平成２３年４月講師
石井　悳
（６８）

入門数学

平成２４年４月

兼任
平成２５年４月

都市計画※
都市設計※

建築経済・経営

ハウジング

講師
緒方　清隆
（６８）

設計演習Ⅱ
設計演習Ⅲ

兼任 講師

兼任

設計演習Ⅱ

講師
Geoffrey Paul

Moussas
（４８）

平成２４年４月

野口　毅
（３２）

平成２４年４月



専任・

兼任　

の別　

職名 就任予定年月

の別　

氏　　名
（年　齢）

担当授業科目名
兼担・ 備　　考

担当授業科目名
兼任　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月
兼担・

職名

専任・

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

H23より担当科目を追加(23)

担当コマ数の調整により担当教
員を変更(23)

H23より教養演習Ⅱを廃止し教
養演習に変更(23)

教育課程の充実を図るため科目
を追加(23)

教育課程の充実を図るため科目
を追加(23)

教育課程の充実を図るため科目
を追加(23)

教育課程の充実を図るため科目
を追加(23)

教育課程の充実を図るため科目
を追加(23)

教育課程の充実を図るため科目
を追加(23)

教育課程の充実を図るため科目
を追加(23)

重複記載していたため修正に伴
う担当教員の削除(24)

H24より教育内容の充実を図る
ため担当教員を追加(24)

H24より教育内容の充実を図る
ため担当教員を追加(24)

H24より担当科目を追加(24)

H24より担当科目を追加(24)

H24よりクラス編成の調整によ
り担当教員を削除(24)

H24より担当科目を追加(24)

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

岡山学

岡山学

外国史
日本の文化と歴史Ⅱ

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

教授
クルモフ
バレリー
（５２）

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

小野　忠良
（６６）

平成２３年４月

平成２３年４月教授

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

平成２３年４月兼担

平成２４年４月
河本　誠
（５９）

河村　実生
（４８）

教授

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

平成２４年４月

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

企業情報特論

西戸　裕嗣
（５９）

平成２３年４月

能美　洋介
（４６）

平成２３年４月

平成２４年４月

平成２４年４月

新倉　正和
（６４）

中力　眞一
（６４）

山本　英二
（６４）

兼担

滝澤　昇
（５４）

平成２３年４月

平成２４年４月

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

外国史
ボランティア論

日本の文化と歴史Ⅱ

志野　敏夫
（５３）

教授

兼担

兼担

兼担

教授

教授

兼担 准教授 平成２４年４月
石田　美佐江

（５０）

日本の文化と歴史Ⅰ

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

科学英語Ⅲ
科学英語Ⅳ

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

平成２３年４月 科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ

平成２３年４月

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ

教授
西野　雅二
（６１）

教授
河村　実生
（４８）

准教授兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担

兼担 教授

教授
西村　次郎
（５６）

教授

兼担 教授

兼担 教授

米田　稔
（４９）

平成２３年４月

新倉　正和
（６４）

兼担

教授

兼担

兼担

兼担

企業情報特論

波田　善夫
（６３）

平成２３年４月

岡山学

岡山学

岡山学

平成２３年４月

北岡　豪一
（６７）

教授

兼担

教授

兼担

准教授

兼担 教授

兼担
西村　敬一
（６６）

平成２３年４月

平成２３年４月

兼担

北川　文夫
（５４）

教授

岡山学

岡山学教授

福祉環境論
健康の科学

生涯スポーツⅠ
生涯スポーツⅡ
生涯スポーツⅢ

教養演習
教養演習Ⅱ

平成２３年４月
亀田　修一
（５７）

兼担 教授

若村　国夫
（６５）

平成２３年４月

環境と社会

科学技術と人間

平成２３年４月

福祉環境論
健康の科学

生涯スポーツⅠ
生涯スポーツⅡ
生涯スポーツⅢ

教養演習Ⅱ

兼担 教授
山下　栄次
（６７）

平成２３年４月

教授
井上　堅太郎

（６９）
平成２３年４月

教授
泉　俊弘
（５２）

平成２３年４月

環境と社会

マスメディア論
木村　邦彦
（６５）

経済学

平成２３年４月

平成２３年４月

平成２３年４月兼任 講師
世良　利和
（５４）

教授

ボランティア論

岡山学



専任・

兼任　

の別　

職名 就任予定年月

の別　

氏　　名
（年　齢）

担当授業科目名
兼担・ 備　　考

担当授業科目名
兼任　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月
兼担・

職名

専任・

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

昇任による職位変更(24)

H23より担当科目を追加(23)

H24より担当科目を追加(24)

H24より担当科目を追加(24)

クラス編成の調整により担当削
除(23)

教育内容の充実を図るため兼担
教員を追加(23)

教育内容の充実を図るため兼担
教員を追加(23)

教育内容の充実を図るため兼担
教員を追加(23)

兼任講師の変更に伴い担当教員
を変更(23)

教育内容の充実を図るため兼任
講師を追加(23)

教育内容の充実を図るため兼任
講師を追加(23)

教育内容の充実を図るため兼任
講師を追加(23)

H24より担当科目を追加(24)

H24よりクラス編成の調整によ
り担当教員を追加(24)

H24よりクラス編成の調整によ
り担当教員を変更(24)

平成２３年４月

平成２３年４月

平成２３年４月

鳥越　洋子
（５８）

講師

講師

講師
英語Ⅰ
英語Ⅱ

平成２３年４月 経済学

日本国憲法
法学

科学技術倫理

考古学

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

平成２３年４月

兼任

講師

兼担

兼任

兼担

兼担

兼担

講師

兼任 講師

松岡　由美子
（５２）

兼任

Philip
Gudgeon
（３７）

兼任

平成２３年４月講師
小野　順子
（６６）

佐久川　豊子
（６７）

講師

山口　一裕
（５３）

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ

考古学

英語Ⅰ
英語Ⅱ

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

平成２３年４月

平成２３年４月

健康の科学
生涯スポーツⅠ
生涯スポーツⅡ
生涯スポーツⅢ

准教授

准教授
高原　周一
（４５）

准教授

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ

坂根　弦太
（４３）

松尾　美香
（３２）

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ 平成２３年４月

バーデン
京子

（４８）

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ

講師

兼任

兼任

平成２４年４月

兼任 講師
Gavin Thomas

（４１）
平成２４年４月

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ

兼任 講師
林　玉美
（５６）

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

兼任

兼任

兼任

講師

平成２３年４月
齋藤　達昭
（５０）

兼担

平成２４年４月

平成２４年４月

兼任 講師
西前　和世
（６１）

平成２３年４月

平成２３年４月

兼担 准教授
竹崎　誠
（４３）

平成２３年４月

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ

兼担 准教授
坂根　弦太
（４３）

准教授

平成２３年４月 准教授兼担

講師
猪口　雅彦
（４９）

平成２３年４月

平成２３年４月

兼担

平成２３年４月

是近　成子
（５４）

下林　千賀子
（５８）

是近　成子
（５３）

兼担

兼任

講師

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

佐藤　佳子
（６２）

講師
大野　浩恵
（３９）

兼任

小迫　勝
（６７）

平成２３年４月
松村　博行
（３５）

三原　裕子
（３３）

講師

講師兼担

講師

平成２３年４月

岡山学

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

平成２４年４月

平成２４年４月
英語Ⅰ
英語Ⅱ

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

科学英語Ⅰ
科学英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

政治学

文章表現法Ⅰ
プレゼンテーションⅠ

英語Ⅰ
英語Ⅱ

森　博史
（５７）

平成２３年４月

兼担

兼担兼担 准教授

准教授
皿田　琢司
（４８）

平成２５年４月

教授
中西　俊二
（６３）

日本国憲法
法学

科学技術倫理

中西　俊二
（６３）

平成２３年４月

兼担 准教授
白石　純
（５５）

平成２３年４月

平成２３年４月

文章表現法Ⅲ
プレゼンテーションⅢ

英会話Ⅰ
英会話Ⅱ

David Richard
Niel

（５３）
平成２４年４月兼担 准教授



専任・

兼任　

の別　

職名 就任予定年月

の別　

氏　　名
（年　齢）

担当授業科目名
兼担・ 備　　考

担当授業科目名
兼任　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月
兼担・

職名

専任・

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

クラス編成の調整により担当削
除(23)

クラス編成の調整により担当削
除(23)

H24より教育内容に配慮し担当
教員を追加(24)

H24より担当教員を変更(24)

H23より担当科目を追加(23)

兼任講師の変更に伴い担当教員
を変更(23)

教育内容の充実を図るため兼任
講師を追加(23)

小林宏行逝去（H24.4）に伴い
担当教員を変更(24)

H24より担当科目を追加(24)

クラス編成の調整により担当科
目削除(23)

H23より企業と人間Ⅱを廃止し
企業と人間に変更(23)

兼任

兼任

兼任

講師

兼任 講師

兼任 講師

講師

講師

講師

兼任

講師

兼任 講師

兼任

講師

兼任

兼任 講師

講師
西本　眞理子

（５５）

講師

兼任

兼任 講師

兼任

兼任

講師

兼任

兼任 講師

兼任 講師

兼任

兼任

講師

兼任 講師

講師

政治学平成２３年４月兼任 講師

兼任 平成２３年４月
田邉　麻里子

（６０）
講師

マスメディア論
社会と人間

企業と人間Ⅱ

前田　浩
（５３）

兼任 講師
上村　明子
（４３）

小林　宏行
（７９）

平成２３年４月 マスメディア論 兼任

マスメディア論

マスメディア論

講師

マスメディア論講師

企業と人間
企業と人間Ⅱ

プレゼンテーションⅠ

社会と人間

平成２３年４月 プレゼンテーションⅠ

松田　周司
（４２）

平成２３年４月

平成２４年４月
田邉　麻里子

（６１）

兼任 講師
佐藤　大介
（３０）

平成２３年４月 プレゼンテーションⅠ 兼任

兼任 講師
飯田　哲司
（５１）

平成２３年４月
プレゼンテーションⅠ

キャリア形成講座

文章表現法Ⅰ
文章表現法Ⅱ

プレゼンテーションⅠ
プレゼンテーションⅡ

ボランティア論

藤野　薫
（５１）

平成２３年４月 文章表現法Ⅰ

文章表現法Ⅰ
文章表現法Ⅱ

プレゼンテーションⅠ
プレゼンテーションⅡ

世良　利和
（５４）

平成２３年４月

中島　和美
（３９）

平成２３年４月 文章表現法Ⅰ

平成２３年４月
生田　夏樹
（６０）

文章表現法Ⅰ

尾崎　美恵
（５７）

平成２３年４月

村下　邦昭
（３５）

平成２３年４月

文章表現法Ⅰ
文章表現法Ⅱ

プレゼンテーションⅠ
プレゼンテーションⅡ

哲学

山口　信夫
（６４）

平成２３年４月

吉谷　啓次
（４８）

平成２３年４月

哲学

平成２４年４月 倫理と宗教倫理と宗教 兼任 講師
田路　慧
（７４）

佐藤　美穂
（５０）

基礎日本語

日本語会話

兼任 講師

兼任 講師
梅川　ゆう子

（４１）
平成２３年４月

堂田　佐和子
（６０）

平成２３年４月

兼任

平成２４年４月兼任 講師

羅　勝元
（３３）

平成２３年４月
ハングルⅠ
ハングルⅡ

日本語会話
日本語表現

ハングルⅠ
ハングルⅡ

青井　由佳
（４１）

平成２３年４月
日本語

日本語理解

平成２３年４月

講師
羅　勝元
（３３）

平成２３年４月

兼任

ハングルⅠ
ハングルⅡ

柳　枝青
（５０）

平成２３年４月

ハングルⅠ
ハングルⅡ

ハングルⅠ
ハングルⅡ

河　智弘
（４０）

平成２３年４月
全　円子
（４５）

平成２３年４月 講師
全　円子
（４５）

ハングルⅠ
ハングルⅡ

講師
矯　学真
（５５）

講師
林　正黙
（４７）

平成２３年４月

浅利　典正
（３４）

平成２３年４月
ハングルⅠ
ハングルⅡ

ハングルⅠ
ハングルⅡ

平成２３年４月
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

平成２３年４月

平成２３年４月
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

平成２３年４月
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ

支　洪涛
（４４）

林　侑静
（５６）

華　信来
（５０）

平成２３年４月
フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ

石井　成人
（５０）

平成２３年４月

フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ
文章表現法Ⅰ

プレゼンテーションⅠ

兼任

兼任 講師



専任・

兼任　

の別　

職名 就任予定年月

の別　

氏　　名
（年　齢）

担当授業科目名
兼担・ 備　　考

担当授業科目名
兼任　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月
兼担・

職名

専任・

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

H24より担当教員を変更(24)

H23より担当教員を変更(23)

H23より担当教員を変更(23)

クラス編成の調整により担当科
目を削除(24)

H23より企業と人間Ⅰを企業と
人間に変更(23)

H23より担当教員を変更(23)

H24より担当教員を変更(24)

H24より担当教員を変更(24)

H23より担当科目を追加(23)

H24より担当科目を追加(24)

H23より担当教員を変更(23)

兼任講師の変更に伴い担当を削
除(23)

兼任講師の変更に伴い担当を削
除(23)

H24より教育効果の配慮し担当
教員を追加(24)

H24より教育効果の配慮し担当
教員を追加(24)

H24より教育効果の配慮し担当
教員を追加(24)

講師

高野　洋志
（６１）

平成２３年４月

平成２４年４月

森　一治
（５６）

平成２３年４月

山本　忠嗣
（７１）

講師

兼任

平野　裕子
（３３）

兼任

兼任 講師

兼任

講師

谷口　陽子
（３３）

講師

山口　立雄
（６２）

講師

兼任

兼任 講師

講師

兼任 講師

兼任

兼任

沢田　昭二
（８０）

平成２４年４月

平野　裕子
（３３）

講師

平成２３年４月

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

ボランティア論

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

津田　敏秀
（５３）

平成２４年４月

小野　文久
（６９）

兼任 平成２４年４月講師

兼任

兼任

兼任

兼任

ボランティア論平成２３年４月

ボランティア論

講師 平成２３年４月

平成２３年４月

兼任

講師
谷口　陽子
（３３）

平成２３年４月 ボランティア論

生涯スポーツⅢ

インターンシップ

兼任
生涯スポーツⅡ
生涯スポーツⅢ

健康の科学

生涯スポーツⅢ

生涯スポーツⅡ

生涯スポーツⅠ

生涯スポーツⅡ平成２３年４月

生涯スポーツⅡ平成２４年４月

生涯スポーツⅡ
吉村　直樹
（６４）

平成２３年４月

杉本　博
（６２）

生涯スポーツⅡ平成２３年４月

黒田　隆之
（５７）

講師

生涯スポーツⅡ 兼任講師
犬飼　義秀
（５８）

平成２３年４月

講師

生涯スポーツⅡ

兼任

講師兼任

講師

兼任

藤川　貴司
（３６）

平成２３年４月

健康の科学

講師
吉村　直樹
（６４）

平成２３年４月

兼任 講師
岩橋　邦彦
（５９）

平成２３年４月

松上　京子
（４８）

平成２３年４月

健康の科学

兼任 講師
吉村　直樹
（６５）

平成２４年４月 生涯スポーツⅡ

兼任

岸本　征子
（６９）

平成２３年４月 福祉環境論兼任

社会と人間

兼任 講師
社会と人間

企業と人間Ⅰ

講師

福祉環境論

榎原　宥
（６４）

平成２３年４月

企業と人間Ⅰ

社会と人間

日本国憲法 兼任

市場　恵子
（６０）

平成２３年４月

兼任 講師

兼任 講師

小阪　清行
（６２）

講師
矢吹　香月
（５０）

法学

日本国憲法

日本国憲法平成２３年４月

兼任 講師 日本国憲法平成２３年４月

葛生　栄二郎
（５２）

平成２３年４月 比較文化論

日本国憲法
法学

日本国憲法
法学

兼任 講師 平成２３年４月
中富　公一
（５７）

山口　和秀
（６９）

菅川　健二
（７２）

平成２３年４月兼任 講師

経済学

古賀　健一
（４３）

平成２４年４月

講師

経済学

三村　和久
（４２）

平成２３年４月

経済学

兼任

講師

講師

兼任 講師
山下　賢二
（３９）

平成２３年４月

平成２３年４月
福田　直樹
（４４）

経済学

平成２３年４月 経済学

国際関係論

兼任 講師
横尾　昌紀
（３９）

兼任 講師
砂川　和泉
（４３）

平成２３年４月

講師
太田　正和
（７６）

平成２３年４月
健康の科学

生涯スポーツⅡ
兼任



専任・

兼任　

の別　

職名 就任予定年月

の別　

氏　　名
（年　齢）

担当授業科目名
兼担・ 備　　考

担当授業科目名
兼任　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月
兼担・

職名

専任・

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

H24より担当教員を変更(24)

H24より担当科目を追加(24)

H23より担当教員を変更(23)

H23より担当科目を追加(23)

H24より担当科目を追加(24)

教育内容の充実を図るため兼任
講師を追加(23)

H24より担当科目を追加(24)

教育内容の充実を図るため兼任
講師を追加(23)

H24より担当科目を追加(24)

教育内容の充実を図るため兼任
講師を追加(23)

兼任 講師
桑田　朋美
（４２）

平成２３年４月 キャリア形成講座

平成２３年４月

兼任 講師
森田　明義
（６０）

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

吉村　功
（６３）

兼任

岡崎　則武
（４８）

兼任 講師

平成２３年４月

平成２４年４月

講師
福井　広和
（４９）

平成２３年４月

科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

兼任 平成２３年４月

兼任 講師
三木　淳男
（５１）

講師

［0］

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２４年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（4） （0） ［0］（8）

0 12

［0］

12 00

［0］ ［0］（0） （12） （0） ［0］

0 0

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

助　教

8 0 84

助　手 教　授 講　師

4

兼任

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

講師
武田　芳紀
（６０）

平成２３年４月

兼任 講師
高見　寿
（６１）

計

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

准教授

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

助　手

（２） 専任教員数

　　　・　年齢は，「認可時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２４年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

備　　　　　考
教　授 准教授 講　師 助　教 計

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

平成２３年４月

現代人の科学Ⅰ
現代人の科学Ⅱ

（注）・届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅰ
科学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導Ⅱ
科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門

科学・工作ボランティア
入門

科学・工作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ入門



（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

１ 教授 古川　博司

３

２

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。　　　　

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　建築学科の教育課程において、退職する古川博司教授の専門分野である「建築計画」分野と専門分野を同じくする専任教員を新規に採用
し、退職専任教員が担当していた専門科目を当初計画から減ずることなく担当しているので教育研究上の機能は十分維持できており、また、
学生への履修等への影響はないと考えている。
　なお、学生に対し必要な連絡事項等は、年次始めに学科ごとに行うオリエンテーションで周知している。(24)

自己都合



区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成２３年５月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年□□月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

　　　　ください。

　　　　ください。

・理学部動物学科の定員超過
の是正に努めること。

平成２０年度の１．５５倍を
踏まえ、平成２１年度、２２
年度は、前年度および前々年
度の合格者から入学者の歩留
まり率を求め、それより１
５％高い率で合格者を決め、
それぞれに１．１２倍、１．
１７倍となり、３年間で１．
２８倍と是正できましたが、
平成２３年度前期入試におい
て合格者が全員入学したため
想定数を超え１．４５倍とな
り、４年間の超過率が１．３
２倍となりました。
平成２４年度入試において
は、年内入試を終えた後、許
可者全員が入学しても４年間
で適正な人数となるよう入試
判定を行い、定員超過の是正
に努めた結果、１．１７倍に
留めることができ、４年間の
超過率も１．２２倍に抑える
ことができました。
なお、次年度以降も引き続き
定員超過の適正に努めます。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

６　留意事項に対する履行状況等

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　履行状況等について具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば添付して

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記入して

（注）・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する



《補足資料》

岡山理科大学　理学部動物学科　入学定員超過率（小数点第３位切り捨て）

超過率平均

定員 入学者 超過率 定員 入学者 超過率 定員 入学者 超過率 定員 入学者 超過率 （過去４年）

動物学科 40 45 1.12 40 47 1.17 40 58 1.45 40 47 1.17 1.22

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度



認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当事項なし

　ａ　実施内容

①　実施体制

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置認可時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　ｃ　委員会の審議事項等

７　その他全般的事項

＜工学部　建築学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　
委員会は年３～４回程度開催している（２３年度はメール審議を含め３回実施）。参加状況は委員全員が出席を原則と
し、欠席の場合は代理出席を求める。また、ＦＤ推進員と有志教職員による「ＦＤ・ＳＤを考える会」や拡大ＦＤ委員
会を開催し、ＦＤ委員会委員に限定せず意見を聞く場を設けている。

　ａ　委員会の設置状況

【ＦＤ委員会】
　平成１２年度に大学の教育・研究に関する事項を審議する教育研究委員会の下部委員会として設置。平成１６年度に
独立した委員会となり、平成２２年度には、共通教育の充実及び教育改善を継続的に行っていくため教育開発支援機構
を設置し、その中に教育活動評価及び授業改善の企画・実施を担当するＦＤ推進室を置くとともに、各学科にＦＤ推進
員を置き、ＦＤ実践の組織的な体制を強化した。
　本委員会は、副学長（教育研究担当）、副学長（管理運営担当）、学部長、学務部長、教育開発支援機構長、ＦＤ推
進室長、共通教育連携室長、教職・学芸員センター所長、数学・情報教育センター所長、理科教育センター所長、学習
支援センター所長、大学事務局長、大学事務局次長及び各学部代表１名から構成されており、平成２３年度委員長はＦ
Ｄ推進室長が担当した。

　　　・　認可申請書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

　
　・ＦＤ義務化への対応
　　・外部評価の助言（ＦＤ関係）に対する回答
　　・授業改善
　　・授業アンケート
　　・教育システムの点検
　　・個別科目、科目群の検討
　　・ＦＤ講演会の開催

②　実施状況

　
　　・学生による授業アンケート
　　・教員相互の授業参観
　　・ＦＤ講演会、ＦＤ・ＳＤ講演会



③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｂ　実施方法

　　・全学の教員が参観できる授業参観は次のとおり実施した。
　　　第１回 ６月27日（月） 社会情報学科 志野敏夫教授 「東アジアの歴史」 参観者８名
　　　第２回 ７月４日（月） 生物地球学科 波田善夫教授・学長 「植生学」 参観者９名
　　　第３回 ７月５日（火） 化学科 豊田真司教授 「有機化学I」 参観者
　　　第４回 ７月６日（水） バイオ・応用化学科竹崎誠准教授・情報処理センター岩崎彰典准教授
　　　　　　　　　　　　　　「パソコン入門１」 参観者６名
　　　第５回 ７月７日（木）知能機械工学科 藤本真作准教授 「物理学 Ⅱ 」 参観者５名
　　　第６回 10月26日（水）応用数学科 田中敏准教授「微分積分学 IV 」
　　　第７回 11月 9日（水）バイオ・応用化学科 森山佳子教授・情報処理センター岩崎彰典准教授
　　　　　　　　　　　　　　「パソコン入門 II 」 参観者３名
　　　第８回 11月25日（金）生体医工学科 中路修平教授 「人工臓器Ⅲ」
　　　第９回 12月 1日（木）建築学科 山崎雅弘教授 「構造力学 II 」 参観者２名
　　　第10回 12月 7日（水）情報科学科 榊原道夫教授 「代数 II」 参観者２名
　　　第11回 12月15日（木）電気電子システム学科 垣谷公徳教授「電子物性の基礎」参観者６名
　　　第12回 12月22日（木）バイオ・応用化学科 滝澤昇教授 「生化学 II」 参観者５名

　　・学生による授業アンケートに関しては③に記述しているので割愛する。
　　・教員相互の授業参観はいくつかの学科内で行っているもの以外に、全学の教員が参観できる授業参観を
　　　６月から１２月にかけて１２回行った。
　　・ＦＤ講演会、ＦＤ・ＳＤ講演会
　　　講演会は講師による講演と質疑応答を行い各自が授業改善の取り組みに生かす。フォーラムは講演と
　　　ワークショップがセットになったもので、ワークショップでは具体的に教授手法などを学ぶことができる。
　　　23 年6 月30 日 第17 回FD 講演会
　　　23 年12 月１日 第18 回FD 講演会
　　　24 年３月６日 第１回FD・SD フォーラム

　　・ＦＤ講演会、ＦＤ・ＳＤ講演会
　　　23 年6 月30 日 第17 回FD 講演会
　　　　講師 山口大学 小川勤教授・
　　　　演題 高等教育の質保証のための3 つのポリシーと教育改善の実質化
　　　　参加者数 教員５５名、事務職員１０名 外部２名 計６７名
　　　23 年12 月１日 第18 回FD 講演会
　　　　講師 情報科学科 柳貴久男准教授
　　　　演題 授業アンケートから見えてくること----解析結果報告
　　　　参加者数 教員５７名、事務職員３名 計６０名
　　　24 年３月６日 第１回FD・SD フォーラム
　　　　第１部 平成２３年度FD・教育改善活動報告会（各学部・代表学科による）
　　　　第２部 第19回FD講演会
　　　　　講師： 北森義明氏 順天堂大学名誉教授 武蔵野大学客員教授
　　　　　　　 　本田貴継氏 株式会社ラーニングバリュー 常務取締役
　　　　　演題： 「学生が自ら学ぶ場つくりのために」
　　　　　　　　　～自己理解を深めるプログラム「自己探求」実践実例～
　　　　参加者数 教員８３名､事務職員２６名（本部３，大学２３） 計１０９名
　　　　第３部 分科会
　　　　　１ 「自己の探究Ⅰ」体験版プログラム
　　　　　　　参加者数：教員２１名、事務職員１８名（本部３，大学１５） 計３９名
　　　　　２ 「授業の技法」講師：洲脇史朗氏 本学応用数学科教授
　　　　　　　参加者数：教員３４名、
　　　　情報交換会 参加者数 講師４名、教員１１名、事務職員２名 計１７名

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　
　・学部学生の授業アンケートは講義・演習の全科目について、年２回前期・後期の定期試験前にマーク
　　　シート方式で実施している。学生に対する質問３項目、授業と教員に対する質問１１項目および
　　　自由記述からなる。
　　・大学院授業アンケートは、半期ごとに紙に印刷したものを無記名で記入してもらう。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・授業参観に関しては参観者にレポート書いていただき、学内に配布する予定であったが実施できなかった。
　　　レポートを見ることで各授業参観に参加できなかった教員への参考資料になることを期待している。
　　・講演会、フォーラムは参加教員が自分の講義に生かすことが目的であるので、全体としての改善の取り組み
　　　はしていない。
　　　フォーラムでのワークショップは、その結果を学科単位で実施したいという学科があるので、それ学科では
　　　改善への取り組みにつながると思われる。



　　・学部学生のアンケートの集計結果は、実施教員に統計データとともにアンケート原紙を返却している。
　　　これを元に各教員は「各項目評価に対する所見」「受講者へのコメント」「次回に向けての改善・変更
　　　予定」「自由記述に対する回答」に閲する教員の所見をＷｅｂシラバスに連動したページに記入し、
　　　学生がＷｅｂブラウザで見えるようにしている。
　　　　集計結果を返却する際は学科長が点検し、特に問題があると判断した結果に関しては該当教員に改善を
　　　促すことにしている。
　　　　また２２年度から２３年度にかけて、アンケートの項目、内容、実施方法についてワーキンググループを
　　　組織し検討を行いアンケートの改訂を予定している。

　　・大学院の授業アンケートはアンケートに記入されたものを担当教員に返却する。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）



○学生の教育に関して
　平成23年度に総合情報学部建築学科の2回目の卒業生を社会に送りだした。自治体（岡山市）、住宅会社、設計事務
所、地元建設会社等建設分野を中心に広い産業分野に就職し、平成22年度の98％には及ばなかったものの、96％という
高い就職率を達成した。学生については、本学科に於ける学習によって建築学という新たな、かつ具体的な目的を自覚
し、3名の学生が大学院に進学した。設計演習においては質の高い個性的な作品を創り出し、それらの成果の集大成であ
る卒業設計では、 岡山県建築士事務所協会「優秀卒業作品コンクール」優秀賞、日本建築学会中国支部優秀卒業設計作
品の選定を受けるなど、外部の設計競技において成果をあげている。また、構造分野では卒業論文において日本建築学
会中国支部の構造賞を受賞している。このような総合情報学部建築学科の実績を踏まえて、工学部建築学科では新たに
必修科目を設定するなど、教育体制を整え、十分な教授陣の指導によって、設計力を向上させる教育に努めている。全
体としても本学科の当初の目的が順調に達成されつつあることを実感している。建築士法の改正に伴う「建築士試験指
定科目の確認」の審査では、当初計画された科目を追加変更することなく、また、提出したシラバスもほとんど変更す
ることなく、受験資格に必要な必修科目の単位数の条件を余裕を以て満足するという審査結果を得た。このことから、
本学科のカリキュラムが充実しているものと認められたと考えている。さらに、24年度には日本建築学会中国支部研究
発表会が本学で開催されることが決定されたので、この研究発表会での発表を目指して研究の質を高める指導を行う予
定である。

○入学志願者数および入学者数に関して
　平成24年度入学の志願者数は70人の定員に対して206名で、入学者数は84名であった。昨年度の志願者数175名、入学
者数63名に比較すると、それぞれ、1.18倍、1.33倍となっている。工学部への移設が奏功したとも考えられるが、研
究・教育体制が整い、学生や教員の活動状況も社会的に周知されるようになったと思われる。また、高い就職率が好意
的に受け取られているようである。なお、今年度の入学者数が定員を超過しているが、在学生を含めて、教員及び教育
設備は十分対応できるキャパシティを有している。
　今後も適正な入学者の確保を目指して、中国地方、特に岡山での学科の知名度と存在感を更に増すため、大学当局と
学科とが一丸となって連携し、今までにない住デザインコースなどのコンテンツ紹介を含めて様々な広報活動を展開す
る。

　本学科は総合情報学部に設置されていたが、総合情報学部での建築学科の運営は、社会的に認知され難い面があり、
また建築産業分野においても十分な周知が進まなかった事で、学部全体としての入学生の確保などにも大きく影響を及
ぼすことが明らかとなった。我が国における建築学科のほとんどが工学部に設置され、学術的にも工学の分野として広
く社会に認識されている現状から鑑み、平成23年度に総合情報学部での「建築学科」を募集停止し、新たに工学部に
「建築学科」を設置した次第である。本学科は21世紀における建築のあるべき姿を追求するために、建築の創造を新た
な文化の創造として捉え、人間のあらゆる活動が行われる場としての建築や都市空間の創造に関する知識・技術を、修
得し、地球環境の破壊や資源の枯渇等の新しい問題の解決をも視野に入れ、使う人、暮らす人の視点で、社会が要求す
る地域に密着した多用なニーズに応える「現場、実務に役立つ知識や技術」を修得した建築家・建築技術者の育成を目
的に教育・研究を進めている。
　この目的を達するために、本学科は学生教育のために3年生からは建築工学コース、住デザインコースの２コース制と
し、教育に重点の違いはあるが、社会および地域のニーズに合わせた幅広い教育を行い、本格的且つ正統的な建築学科
とする。計画系、構造系、環境設備系の総合的なカリキュラムを整え、設計演習に於いては個人のもつ感性を大切に個
人指導を重視し、プレゼミの導入などで少人数教育を推進している。また、現場や実務に役立つ知識や技術の修得のた
め、手で触れ、感じる教育を重視し、可能な限り建設現場や修理現場、歴史的建造物や町並みの見学の機会を設け、地
域に密着した建築や都市空間を思考させる教育を行っている。

　ａ　公表（予定）時期

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

○カリキュラムおよび専任教員の変更
　昨年度、工学部に移設する際に建築工学コースと住デザインコースの２コース制としたことに伴い、総合情報学部建
築学科と比べ9科目の新設、7科目の廃止等整備を行い、教育内容の充実を図っている。先に述べたように設計力を向上
させる教育に努めていることから、本学科では設計演習Ⅲが新たに必修科目となっているが、既存の設計演習室に機材
等を十分に設置しており、学生の教育に支障はないと判断する。
　専任教員については１名の退職があったが、退職教員の担当予定科目は専門分野を同じくする後任の専任教員を1名を
新規に採用し、工学部での2年目の教育に対応している。

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公表予定（平成２５年７月末を予定）

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２５年７月３１日　公表予定

　　・平成２５年度に評価機関（大学基準協会）の評価を受けるべく，学内で準備中



（注）・　届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

（４） 情報公表に関する事項

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　　　いて記入してください。

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成２４年　７月　３１日　　）

有 


